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（１） 主体的・対話的で深い学びに関わる要点の整理
（２） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた各教科等の単元デザイン
（３） 主体的・対話的で深い学びにおける評価について
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Ⅰ  研究の構想

主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業づくり
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Ⅱ  研究内容

主体的・対話的で深い学びとは

学びに向かう力を
刺激する
様々な工夫

興味や関心
を高める

学んだ
手ごたえ

見通しを
持つ

振り返って
次へつなげる

多様な情報
を収集する

聞く 考える 話す

多様な手段で
　説明する

互いの考えを
　比較する

先哲の考え方を
手掛かりとする

思考を表現に
  置き換える

共に考えを
創り上げる

　協働して
課題解決する

学ぶ「意欲」から、学ぶ「意志」へ

粘り強く
取り組む

自分と
結び付ける

(必ずしも一方通行、順序性のある流れではない )

・実社会や実生活
に関わる主題の
積極的な導入

・体験活動の充実
とその成果との
つながり

学ぶ対象
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主体的・対話的で深い学びの主語は「子ども」

知識や技能を
　概念化する 　自分の思いや

考えと結び付ける

知識・技能を
　活用する

知識・技能を
　習得する

  思考して
問い続ける

自分の考えを
　　形成する

新たなものを
　創り上げる

各
教
科
等
固
有
の

見
方
・
考
え
方
が
働
く

学
習
プ
ロ
セ
ス
の
構
想
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授業改善を学習者の視点と授業者の視点から

授業改善に向けた『学習者』の視点 授業改善に向けた『授業者』の視点
●  既習事項を振り返る
●  具体物を提示して引きつける

●  子供が自らめあてをつかむようにする

●  子供が自分の考えを持つようにする
●  子供の思考を見守る
●  子供の思考に即して授業展開を考える
●  子供の考えを生かしてまとめる

●  思考を交流させる
●  交流を通じて思考を広げる
●  協働して問題解決する

●  その日の学びを振り返る
●  新たな学びに目を向けさせる

●  子供が明らかにしたくなる
 学習課題を設定する

●  学習課題を解決する方向性について
見通しを持たせる

●  学ぶことに興味や関心を持つ

●  見通しをもつ
●  粘り強く取り組む

●  自己のキャリア形成の方向性と
関連付ける

●  単元や各授業の目標を把握する
●  ねらいを達成した子供の姿を具体化する
●  教材の価値を把握する
●  単元及び各時間の計画を立てる
●  目標の達成状況を評価する

●  資質・能力を焦点化する
（つけたい力を明確にする）

●  知識を相互に関連付けてより深く理解する
●  情報を精査して考えを形成する
●  問題を見いだして解決策を考えたり、
思いや考えを基に創造したりすることに
向かう

●  各教科等の特質に応じた
「見方・考え方」を働かせる

●  先哲の考え方を手掛かりに考える

●  子供同士の協働を通じ、自己の考えを
広げ深める

●  教職員との対話を通じ、自己の考えを
 広げ深める

●  地域の人との対話を通じ、自己の考えを
広げ深める

●  板書や発問で教師が子供の学びを
引き出す

●  自己の学習活動を振り返って次に
つなげる
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主体的・対話的で深い学びは単元などを通して実現

『学習者』
における学びの改善

『授業者』
における授業の改善 主体的・対話的で

実現
深い学びの

資質・能力の獲得
生きる力の育成
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深い学びの具体的な姿
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各教科等の単元デザインとは

2　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた各教科等の単元デザイン
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−　−15



−　−16



−　−17



−　−18



−　−19



−　−20



−　−21



−　−22



−　−23

道徳科における主題や題材の内容・時間のまとまりを見通した実践と教科等横断的な指導



−　−24



−　−25

学習評価とは

3　主体的・対話的で深い学びにおける学習評価について



−　−26

カリキュラム・マネジメン卜の一環としての指導と評価

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価
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学習評価の基本構造



−　−28

各教科の学習評価の基本構造

学習指導要領に
示す目標や内容

観点別学習状況
  評価の各観点

知識・技能

評　 定 個人内評価

思考・判断・表
現

感性, 思いやりな
　　　 ど

主体的に学習に
取り組む態度

・
・
観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。
5 段階で評価 (小学校は 3段階。小学校低学年は行わない )

・観点別学習状況の評価や評定には
示しきれない児童生徒一人一人のよ
い点や可能性 ,進歩の状況について
評価するもの。

・

・

観点ごとに評価し,生徒
の学習状況を分析的に
捉えるもの
観点ごとにABCの3段
階で評価

知識及び技能
思考力 ,判断力 ,
　  表現力等

学びに向かう力 ,
　  人間性等
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「知識・技能」の評価

「思考・判断・表現」の評価



−　−30

「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「十分満足できる」
状況 (A)

①粘り強い取組を行おうとする側面

「おおむね満足できる」
状況 (B)

「努力を要する」
状況 (C)

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面
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単元の学習評価例
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Ⅲ  研究のまとめ

３年間の研究を振り返って
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３年 3 月 9 日

２３２２

〜３年次〜


